




目的 

超未熟児の初期管理に於て適正な輸液量を定めるための示標について検討する。 

〈適正な輸液とは?〉 

1)脱水症を起させない。 

①130mEq≦血清 Na 値≦145mEq に保つ。超未熟児ではその初期に高 Na 血症を起して頭蓋内

出血を起こすことがあり高 Na血症を起させない様に血清 Na 値を示標にして輸液量の検討

をする。 

②BUN,Cr は脱水症の示標として用いうるかの検討。 

2)水過剰にしない。 

①体重を増加させない輸液 

②体重減少は上記の条件のもとに 2～5%/day を示標とできるかの検討。 


